
別
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

二
十
二

株
式
会
社

都
市
建
築

確
認
セ
ン

タ
ー

東
京
都
文

京
区
湯
島

一
丁
目
九

番
十
五
号

省
令
第
十
五

条
各
号
に
掲

げ
る
区
分

茨
城
県
、
栃

木
県
、
群
馬

県
、埼
玉
県
、

千
葉
県
、
東

京
都
（
島

し
ょ
部
を
除

く
。）、
神
奈

川
県
、
山
梨

県
及
び
長
野

県
の
全
域

イ

本
社

東
京
都

文
京
区
湯
島
一
丁

目
九
番
十
五
号

平
成
二

十
五
年

二
月
一

日

指
定
し
た

日
か
ら
五

年
間

国
会
事
項

平成™œ年™月˜ 日 火曜日 第œ ŸŸ号官 報
〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
五
十
九
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
十
七
条
の
二
十
一
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
三

年
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
五
十
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
十
九
日

関
東
地
方
整
備
局
長

森
北

佳
昭

〇
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
二
十
三
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
十
九
日

九
州
地
方
整
備
局
長

吉
崎

収

一

施
行
者
の
名
称

福
岡
県

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

平
成
十
九
年
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
百
五
十
八
号
水
巻
都
市
計
画
道
路
事

業
三
・
三
・
三
号
芦
屋
水
巻
中
間
線

三

事
業
施
行
期
間

自
平
成
十
九
年
十
月
十
六
日
至
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

変
更
な
し

使
用
の
部
分

変
更
な
し

〇
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
二
十
四
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
五
年
二
月
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
十
九
日

九
州
地
方
整
備
局
長

吉
崎

収

一
^

道
路
の
種
類

一
般
国
道

_

路

線

名

三
十
四
号

`

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

佐
賀
県
三
養
基
郡
み
や
き
町
大
字
原
古
賀
字
一
反
原
二
二
四

番
一
か
ら
同
町
大
字
原
古
賀
字
五
本
黒
木
三
九
九
番
一

前後

一
〇
・
七
六
〜
二
一
・
二
三

一
五
・
六
六
〜
三
八
・
一
七

〇
・
二
一
五

〇
・
二
一
五

a

図
面
縦
覧
場
所

九
州
地
方
整
備
局
及
び
同
局
佐
賀
国
道
事
務
所

二
^

道
路
の
種
類

一
般
国
道

_

路

線

名

二
百
二
号

`

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

伊
万
里
市
二
里
町
大
里
字
山
ノ
中
甲
一
七
七
四
番
か
ら
同
市

二
里
町
大
里
字
山
ノ
中
甲
一
七
八
〇
番
ま
で

前後

三
八
・
〇
〇
〜
六
二
・
〇
〇

三
一
・
〇
〇
〜
五
三
・
〇
〇

〇
・
〇
七
八

〇
・
〇
七
八

a

図
面
縦
覧
場
所

九
州
地
方
整
備
局
及
び
同
局
佐
賀
国
道
事
務
所

三
^

道
路
の
種
類

一
般
国
道

_

路

線

名

二
百
二
十
四
号

`

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

鹿
児
島
市
古
里
町
二
一
三
番
一
か
ら
同
市
東
桜
島
町
九
一
六

番
四
ま
で

前後

七
・
八
三
〜
七
三
・
九
五

一
〇
・
五
七
〜
七
三
・
九
五

一
・
三
七
〇

一
・
三
七
〇

a

図
面
縦
覧
場
所

九
州
地
方
整
備
局
及
び
同
局
大
隅
河
川
国
道
事
務
所

〇
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
二
十
五
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
五
年
二
月
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
十
九
日

九
州
地
方
整
備
局
長

吉
崎

収

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図

面

縦

覧

場

所

二
百
二
十
号

垂
水
市
新
城
字
宮
前
九
五
二
番
三
か
ら
同
市
新
城
字
宮
前
九
五
二

番
七
ま
で

九
州
地
方
整
備
局
及
び
同
局
大

隅
河
川
国
道
事
務
所

〃

垂
水
市
柊
原
字
軽
砂
濱
三
四
八
九
番
一
〇
か
ら
同
市
柊
原
字
軽
砂

濱
三
五
二
二
番
二
ま
で
（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分

の
み
。）

〃

二
百
二
十
四
号

鹿
児
島
市
東
桜
島
町
一
二
四
〇
番
一
か
ら
同
市
東
桜
島
町
一
一
四

八
番
一
ま
で
（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分
の
み
。）

〃

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
五
年
二
月
十
九
日

衆

議

院

質
問
書
提
出

二
月
十
五
日
議
員
か
ら
提
出
し
た
質
問
主
意
書
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

特
定
失
踪
者
・
拉
致
被
害
者
家
族
へ
の
情
報
開
示
に
関

す
る
質
問
主
意
書
（
三
宅
博
提
出
）

中
国
艦
船
に
よ
る
我
が
国
の
海
上
自
衛
隊
護
衛
艦
へ
の

射
撃
用
レ
ー
ダ
ー
照
射
を
巡
る
一
連
の
政
府
の
対
応
に

関
す
る
質
問
主
意
書
（
石
川
知
裕
提
出
）

報
告
書
受
領

二
月
十
五
日
内
閣
か
ら
次
の
報
告
書
を
受
領
し
た
。

消
費
者
安
全
法
第
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
く
消

費
者
事
故
等
に
関
す
る
情
報
の
集
約
及
び
分
析
の
取
り

ま
と
め
結
果
の
報
告

又
同
日
国
と
地
方
の
協
議
の
場
議
長
菅
義
偉
か
ら
次
の

報
告
書
を
受
領
し
た
。

国
と
地
方
の
協
議
の
場
に
関
す
る
法
律
第
七
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
く
国
と
地
方
の
協
議
の
場
（
平
成
二
十

四
年
度
第
三
回
）
に
お
け
る
協
議
の
概
要
に
関
す
る
報

告
書

議
決
通
知

二
月
十
五
日
本
院
は
、
地
方
財
政
審
議
会
委
員
に
鎌
田

司
、
熊
野
順
祥
、
小
山
登
志
雄
、
神
野
直
彦
及
び
中
村
玲

子
を
任
命
し
た
こ
と
に
つ
い
て
承
認
し
た
旨
内
閣
に
通
知

し
た
。

ま
た
、
同
日
本
院
は
、
公
安
審
査
委
員
会
委
員
長
に
房

村
精
一
を
、
同
委
員
に
太
田
順
司
、
竹
中
千
春
及
び
宮
家

邦
彦
を
任
命
し
た
こ
と
に
つ
い
て
承
認
し
た
旨
内
閣
に
通

知
し
た
。

ま
た
、
同
日
本
院
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長
に

田
中
俊
一
を
、
同
委
員
に
大
島
賢
三
、
島
Ä
邦
彦
、
中
村

佳
代
子
及
び
更
田
豊
志
を
任
命
し
た
こ
と
に
つ
い
て
承
認

し
た
旨
内
閣
に
通
知
し
た
。

参

議

院

決
議
送
付

二
月
十
五
日
議
長
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
宛
次
の
決
議
を

送
付
し
た
。

北
朝
鮮
に
よ
る
三
度
目
の
核
実
験
に
対
す
る
抗
議
決
議

報
告
書
受
領

二
月
十
五
日
内
閣
か
ら
、
消
費
者
安
全
法
第
十
三
条
第

四
項
の
規
定
に
基
づ
く
消
費
者
事
故
等
に
関
す
る
情
報
の

集
約
及
び
分
析
の
取
り
ま
と
め
結
果
の
報
告
を
受
領
し

た
。ま

た
、
同
日
国
と
地
方
の
協
議
の
場
議
長
か
ら
、
国
と

地
方
の
協
議
の
場
に
関
す
る
法
律
第
七
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
く
国
と
地
方
の
協
議
の
場
（
平
成
二
十
四
年
度
第

三
回
）
に
お
け
る
協
議
の
概
要
に
関
す
る
報
告
書
を
受
領

し
た
。
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